
                                    令和元年１１月８日 

  令和元年度 北信地区学校図書館教育研究大会の実施報告（更埴支部） 
 

１ 研究テーマ  「豊かな心を育てる図書館教育のあり方」 

２ 期 日    令和元年１０月２５日（金） 

３ 会 場    坂城町立南条小学校  坂城町立坂城中学校 

４ 主 催    長野県図書館協会 同協会小・中部会     

５ 後 援    長野県教育委員会 坂城町教育委員会 千曲市教育委員会  

更埴校長会  更埴教育会 

６ 日 程 

      南条小学校 坂城中学校 

1 
各
校 

受 付 １３：００～１３：１５ １２：４０～１２：５５ 

2 公開授業 １３：２０～１４：０５ １３：００～１３：５０ 

3 授業研究会 １４：１５～１５：０５ １３：５５～１４：４５ 

移   動 １４：５０～１５：１０  《坂城中会場は南条小会場へ移動》 

4 南
条
小 

開会行事 １５：２０～１５：３０ 

5 講演会 １５：３０～１６：４０ 

6 閉会行事 １６：４０～１６：５０ 

 

７ 公開授業・授業研究会 

会場校 授業学級・授業者 教科・単元名 司会者 指導者 

南条小学校 
６年２組 国語 教頭  北信教育事務所 

酒井  文 「やまなし」 栁澤 正寿  久保貴文指導主事 

坂城中学校 

３年２組 英語   

笠川麻由香 
Lesson6 

「日本文化を紹介しよう」 
研究主任 

冨田 武 

総合教育センター 

岡田泰輔専門主事 

 

７ 講演会   

講師  いとう みく先生 （児童文学作者） 

演題  『物語を書くということ』 

 

８ 参加者の人数 

    小学校の部 ５７名     中学校の部 ３３名    合計９０名 

 

９ 参会者の反省・感想 

（１）授業について 

 〈小学校〉 

   ・宮沢賢治「やまなし」（国語教材６年）をきっかけにして、自分の好きな宮沢作品を探究して

いく授業を展開。賢治の本が児童の人数分用意されるなど、興味関心を引き出す環境づくり

が図られていて素晴らしかった。 

   ・子ども達が集中して宮沢賢治の本から夢中になって言葉を探していたのは、単元展開と授業

者、研究部会の教材研究によって生まれてきたものと感じた。一生懸命探す「量」から友だ

ちとの交流によって思いを深める「質」へとの高まりがとても楽しみになった。 

   ・比喩表現が素敵で子ども達に勧めたいが「たとえ言葉」のよさがなかなか伝わらない。本時

のように「色」「たとえ言葉」「オノマトペ」に注目して読んでみて、初めてその良さを獲得し

ていくのだと思った。 

 

 〈中学校〉 

   ・中学校では自分の紹介したい日本文化を英語で英作していくという授業。日本文化を英語で

紹介した本に触れるなど、英語学習における図書館利用の有効活用が示された。大変参考に

なった。 



   ・授業風景や原稿から生徒達が楽しく日本文化を調べていた様子が見えた。学習センター、情

報センターとしての取り組みの参考にさせて頂こうと思う。 

   ・図書館司書の先生が日本文化についての本を様々な場所から集めてくれていると聞き、授業

者と司書の先生の連携が取れていると感じた。授業での目標を達成するための手段として図

書館を有効活用するには、図書館の本について教師が学ばなくてはならないと分かった。 

 

（２）講演会について 

   ・いとうみくさんの講演会では、書き手の側から社会や人物を考察する視点を紹介して頂く中

で、読み手としても様々な視点で本に向き合う読書の味わい方を知ることができた。 

   ・なかなか聴くことのできない作家の創作活動についてお伺いすることができ貴重な体験にな

った。 

   ・我が校の図書館にも、先生の著書が何冊かある。自分もいとうさんの作品が好きで楽しみに

していた。作品の脇役の登場人物がとても魅力的。「その人を知りたい」この好奇心が魅力的

な人物像の背景となっていることを講演でお聞きし納得できた。大変有意義な機会をありが

とうございました。 

   ・「児童文学では過酷な状況の中でも周りに信頼できる大人がでてくる」というお話が心に残っ

た。大人である自分の言動の責任を感じる。まだ読んでない作品が読みたくなった。図書館

に行きたい。 

 

 

（３）運営等 

   ・南条小学校と坂城中学校の協力のお陰で、大会をスムーズに運営できた。本当にありがとう

ございました。 

   ・台風１９号の影響で、大会開催も懸念されたが、事務局から各支部代表へ「無理のないよう

に」というお願いメールを出し、それぞれご対応頂いた。無事に開催できてよかった。 

 

１０ 今後の課題  

   ・午後の半日開催でよかった。前大会の引き継ぎがなく、毎年地区毎の創意工夫で行われてい

る。引き継ぎ方法が課題。 

 

 

 

 

令和元年１１月８日  

北信地区学校図書館教育研究大会 会計報告 
更埴支部代表  酒井 康行 

１ 収入の部  

  県図書館協会よりブロック大会補助          １２０，０００円 

 

２ 支出の部 

  講師  （謝礼・花束等）          謝礼  １００，０００円 

                        花束    ４，９５０円 

 

  接待  茶菓子・飲み物（来賓用）            ２，７８６円 

      演台の花                    ２，９７０円 

 

  事務用品・会場準備費等   

封筒、印刷用紙、養生テープ、セロハンテープ、演題用紙 等 

                              ９，２９４円    

合計  １２０，０００円  

 

残額        ０円 


